選挙と紛争 -- 2007年ケニア総選挙後の混乱から (特集 アフリカ開発の現在) by 津田 みわ
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た。前 連事務総長Ｋ・アナンらの調停奏功し、憲法改正を経て、キバキを大統領、オディンガを首相とする大連立政権が発足して現在に至る。しかし、帰還の進まない国内避難民の問題、観光業の大幅減収など、政治・社会面だけでなく経済面でも混乱の影響は甚大である。● 「排除の政治」 批判
　このように、今回の混乱は、現職キバキ
















を実現する組織」と 期待が集まり、キバキは結局六割の得票で政権交代を果たしたのだが、重要なのは、キバキ 有力政治家同士の合意による相乗り候補に過ぎなかった、という点である。事実 大同団結にあたってオディンガ、キバキらはあらかじめ、オディンガ派とキバキ派で閣僚を折半することなどを骨子とする覚書を交わし、政権奪取の「果実」を分け合うと約束していた。
　ところが、キバキ側は、政権交代の直後















領Ｄ・モイ（リフトバレー州出身、カレンジン人）を支持する閣僚らが、選挙運動の一環として、リフトバ から キクユ人らの追い出し 企んだケースもある。州住民のうちキクユ人入植者らを「野党支持者」と決めつけ、私兵による焼き討ちなど
の投票妨害が行われ、被害者の一部が州外への移住を余儀なくされたのである。
　今回の混乱でも、リフトバレー州の場合




アがついに躓いたということを示してい 。政治化しがちな「民族」というカテゴリーを、複数政党制 の中でど 手なずけていくべきか、また、いけるのか─こ は、紛争に直面してき アフリカ諸国においは古くて新しい問いでもある。連邦制化の実現を含め、ケニア版の回答がどう出されるか、まずは大いに注目した 。
（つだ 　みわ／アジア経済研究所新領域研究センター）
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図１　ケニアの州と主な民族
（出所）津田みわ「2007年ケニア総選挙の危機」（『ア
フリカレポート』No.47、2008年）３ページ。
（注）ケニア全人口に対する比率が10％以上の民族
（キクユ，ルイヤ，ルオ，カンバ，カレンジン）
をゴシック体で，10％未満のキシイ，メル，
エンブ，ミジケンダを明朝体で示した。
